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海洋開発及地球科学技術調査研究促進費
「地球観測システム構築推進プラン」

全球観測システム構築のための調査研究
　

１．背景
２．目的
３．大学における地球観測の現状（アンケート調査）
４．大学における地球観測の情報の共有・相互流通の
促進（シンポジウム）

５．大学における地球観測の推進方策に関する提言

財団法人地球科学技術総合推進機構
主幹研究員　伊藤朋之

全球観測システム構築のための調査研究

　

【背　景】
•平成15年のエビアンG8サミットにおいて、当時
の小泉元総理によって東京閣僚会合の開催が
提唱され、平成17年に｢全球地球観測システム
(GEOSS)10年実施計画｣が策定された。

•我が国では、平成16年12月に総合科学技術会
議によって「地球観測の推進戦略」が策定され、
「利用ニーズ主導の統合された地球観測システ
ムの構築」をはじめとする３つの基本戦略が示さ
れている。
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全球観測システム構築のための調査研究

　

【目　的】
本調査研究は、大学における
•地球観測の現状を把握し、
•観測研究活動によって得られた知見やデータの
分野間・機関間での共有・相互流通の一層の促
進に資する

ことを目的として実施した。

全球観測システム構築のための調査研究

　

【内　容】

大学における地球観測の現状

（アンケート調査）

大学における地球観測の情報の

共有・相互流通の促進（シンポジウム）

大学における地球観測の

推進方策に関する提言
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大学における地球観測の現状
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大学における地球観測の現状

(1) 「GEOSS」の９つの社会利益分野
(2) 「地球観測の推進戦略」15の観測分野

(3) 観測の形態
(4) 観測の期間
(5) 観測の実施域
(6) 観測データの取得と処理
(7) データ公開の状況
(8) データ公開・流通促進についての考え
(9) データ公開・流通促進の問題点

(10) 地球観測の認知度
(11) ネットワーク構築への関心
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観測の貢献が想定されるGEOSSの９社会利益分野

「気候変動」、「災害」、「生態
系」「気象」で6割以上を占める

観測が該当する「地球観測の推進戦略」15観測分野
「地球環境」、「地球温暖化」、「生
態系」、「地球規模水循環」、「気象・
海象」で全体の6割弱を占める
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半数以上は地
点数10未満の
小規模観測

観測の形態：観測の地点数

「定常観測のみ」
「臨時観測のみ」
及び「両者併用」
が3割前後と
ほぼ同じ割合

観測の形態：定常観測か臨時観測か
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期間が長いと定常観測、短いと臨時観測が多い傾向
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観測の形態：定常・臨時の観測形態と継続期間の関係

臨時観測は授業のない夏季休暇中に実施する傾向あり

観測の形態：臨時観測の年間日数と時期

夏季に多く実
施されている

夏
30日
未満

年間30日未満が
5割弱を占める
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観測の期間：観測の継続期間

6年以下が
6割弱を占め
10年以上は
2割程度

観測の期間：観測の継続期間と研究資金の関係
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短期観測は「外部資金」の割合が高くなる傾向
長期観測は「運営費交付金等」の割合が高くなる傾向

全体的に外部資金への依存度が高い
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観測の実施域

国内での観測が7割
強を占めているが、国
外での観測も4割近く
ある(両方実施を含む)

国際協力で成果の期待できる分野では国外観測が活発

資源調査関連では国外が国内に比べ圧倒的に少ない
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観測の実施域：観測の実施域と観測分野の関係
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大部分は、容易にデジタル化できる方法で取得
流通までに手間が掛かる手入力等が 3割強

観測データの取得と処理：データ取得方法

手入力等が
大きな割合
を占める
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観測データの取得と処理：データ取得方法と観測分野の関係



10

観測データの取得と処理：観測データの最終形態

全体の80％以上は流通に
適した電子化データの形
にまで処理されている

データ公開の状況

観測データの80％近くを外部に公開している
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データ公開の状況：データ公開の状況とデータ取得方法の関係

自動取得が進めばリアルタイム利用が進む傾向
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大学における地球観測の現状

(1) 「GEOSS」の９つの社会利益分野
(2) 「地球観測の推進戦略」15の観測分野

(3) 観測の形態
(4) 観測の期間
(5) 観測の実施域
(6) 観測データの取得と処理
(7) データ公開の状況
(8) データ公開・流通促進についての考え
(9) データ公開・流通促進の問題点

(10) 地球観測の認知度
(11) ネットワーク構築への関心
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データ公開・流通促進についての考え

観測データの公
開・流通に約4割
が積極的な回答

困難負担
を感じる
回答が全
体の半数

データ公開・流通促進についての考え：
「データ公開・流通促進についての考え」と「観測データの最終形態」の関係

①補正等を行い電子データに ②試料分析し電子データに

③補正等を行い画像データに

①② ③
公開困難の
要因は労力
を示唆
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データ公開・流通促進についての考え：
データ公開を負担と感じる研究者からの観測データの最終形態についての回答

9割近くが電子データ化している
流通促進には負担・困難の低減を

データ公開・流通促進の問題点：
データ公開を負担と感じる研究者からのデータ公開・流通促進の問題点に関する回答

研究者の手間
の問題が大部
分を占める

オリジナリティ
保護関連も1/4
を占める
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大学における地球観測の現状

(1) 「GEOSS」の９つの社会利益分野
(2) 「地球観測の推進戦略」15の観測分野

(3) 観測の形態
(4) 観測の期間
(5) 観測の実施域
(6) 観測データの取得と処理
(7) データ公開の状況
(8) データ公開・流通促進についての考え
(9) データ公開・流通促進の問題点

(10) 地球観測の認知度
(11) ネットワーク構築への関心

地球観測の認知度：
「GEOSS10年実施計画」及び「地球観測の推進戦略」の認知度

知らないのは1割強と少なく、ある程度浸透している
ものの概略以上を知っているのは5割弱であり
施策の周知活動の一層の強化が必要
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ネットワーク構築への関心：
ネットワーク構築への協力者数（観測分野別）

協力者はいずれ
の観測分野にお
いても半数近く
いる

「
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ネットワーク構築への関心：
「協力しても良い」へのチェックの有無別のネットワーク構築への関心

協力項目にチェックしなかっ
た回答でも、その85%は
「大変興味がある」「興味が
ある」と回答
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ネットワーク構築への関心：
GEOSS等の認知と協力項目のチェックの関係

協
力
項
目
チ
ェ
ッ
ク
あ
り
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力
項
目
チ
ェ
ッ
ク
な
し

協力の拡大にはデータ公
開の問題点を解決すること
が有効

協力項目のチェックの有無
はデータ公開への積極性
と強く関係することを示唆

①負担だが公開
②将来公開可能
③公開考えない
④無回答

①

① ③

②

②

ネットワーク構築への関心：
協力項目のチェックの有無とデータ公開の状況及び流通促進についての考えとの関係

④

④
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全球観測システム構築のための調査研究

　

【内　容】

大学における地球観測の現状

（アンケート調査）

大学における地球観測の情報の

共有・相互流通の促進（シンポジウム）

大学における地球観測の

推進方策に関する提言

日時：　2007年3月2日（金）　13:00～17:00
場所：　千代田区立内幸町ホール
（東京都千代田区内幸町1-5-1）
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大学における地球観測の情報の
共有・相互流通の促進（シンポジウム）

•開催目的
　 観測研究活動によって得られた知見やデータの分野
間・機関間での共有・相互流通の一層の促進に資す
ること。

•開催報告
　 大学及び関係機関から、様々な分野の観測研究者、
観測データの利用者、政策担当者等の参加に、一般
の方も加え126名の参加があった。
　 先進的な大学観測に関して講演が行われ、総合討論
では、大学における観測の連携・組織化、さらには観
測研究の発展に有効な取り組みについて、会場内の
参加者も含めた意見交換を行い、大学における地球
観測の推進方策に関する提言がなされた。

・世界および我が国におけるGEOSSの動向
　　　坂本修一　

文部科学省研究開発局地球・環境科学技術推進室長

・人文社会分野からの地球観測への期待
　　　小長谷有紀

国立民族学博物館研究戦略センター教授

・地震予知・噴火予知観測研究のための
大学間連携の現状と課題

　　　鷹野　澄
東京大学地震研究所准教授

・地球大気の観測とモデリング研究の
連携についてのいくつかの提言

　　　中島映至
東京大学気候システム研究センター長

【講演】（敬称略）
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【総合討論】　

大学における地球観測研究における連携

（敬称略）

コーディネーター
安岡善文　　東京大学生産技術研究所教授

パネリスト
伊藤朋之　　(財)地球科学技術総合推進機構主幹研究員
上田　博　　　名古屋大地球水循環研究センター長
久保田雅久　東海大海洋学部環境情報工学科教授
坂本修一　　 文科省研究開発局地球・環境科学技術推進室長
杉本敦子　 北海道大学院地球環境科学研究院教授
辻村真貴　 筑波大学院生命環境科学研究科講師
西尾文彦　 千葉大環境リモートセンシング研究センター長

全球観測システム構築のための調査研究

　

【内　容】

大学における地球観測の現状

（アンケート調査）

大学における地球観測の情報の

共有・相互流通の促進（シンポジウム）

大学における地球観測の

推進方策に関する提言
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大学における地球観測の
推進方策に関する提言

•提言１　ユーザー・社会とのコミュニケーションを推進
•提言２　研究者間や研究コミュニティの間のコミュニケ
　　　　　　 ーションを強化

•提言３　学術団体の地球観測への積極的関与を奨励
•提言４　データ提供に対するインセンティブを工夫
•提言５　同一分野における組織を超えた連携を推進
•提言６　分野を超えた連携を推進

大学における地球観測の
推進方策に関する提言

•提言１　ユーザー・社会とのコミュニケーションを推進
研究者あるいは研究コミュニティが、利用面からのニーズに関心を持つこと

で、ユーザとの交流が始まり、その結果として、社会的に認知されるとともに、
利用ニーズに応える観測研究・教育の推進につながることが期待される。

•提言２　研究者間や研究コミュニティの間のコミュニケ
　　　　　　 ーションを強化
　　研究者間や研究コミュニティの間でもコミュニケーションを通して、観測の連
携・組織化のために、問題意識、目標、価値観の共有へとつなげ、さらには
協同できるところまで相互の関係が深まることが期待される。

•提言３　学術団体の地球観測への積極的関与を奨励
　　大学における基礎研究の成果をGEOSSに取り込み、地球観測とデータ流
通を促進するためには、学会等の学術団体でのGEOSSの認知度を広報活
動等により高める必要がある。
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大学における地球観測の
推進方策に関する提言

•提言４　データ提供に対するインセンティブを工夫
　　データ提供に対するインセンティブとして、データ公開も業績として評価す
る制度の確立が挙げられる。また、有用なデータの提供者に、その見返り
として、大学のデータセンターの早期提供サービスを実施するなどデータ
提供側にメリットがあるような仕組みもデータ流通を促すのに有効であろう。

•提言５　同一分野における組織を超えた連携を推進
　　同一分野に属する大学やその他の組織が連携して、ネットワークを形成し、
ひとつの共同研究計画を立案し実施していくことは互いにメリットがあり、
高い成果が期待される。

•提言６　分野を超えた連携を推進
　　大学における地球観測は、独立行政法人等の研究機関との連携を強化し
て行くべきであり、大学の知の創造、将来の地球観測を担う研究者の教育
など、大学としての特徴を生かし役割を果たす連携であることが期待され
る。

ご清聴ありがと
うございました

財団法人地球科学技術総合推進機構
主幹研究員　伊藤朋之
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